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奄美医療生活協同組合
鹿児島県奄美市名瀬長浜町8-7

電話0997-52-0585
FAX 0997-52-8881

奄美医療生協NEWS

奄美医療生協の仲間と出資（2025 年 9 月末現在）　　●組合員数 22,793 人　　●出資金 369,050,209 円　　●班数 157 班

２面
・組合員
　活動
　紹介
３面
・徳之島
　町どん
　どんま
　つり
４面
・医療福
　祉生協
　の組合
　員とは
５面
・理事長
　杯囲碁
　大会
　2025
・理事会
　だより
６面
・読者投稿
・戦後80年
　語りつな
　ぐ平和
・ゆいちゃん
　がいく

つ
な
が
ろ
う
、
ひ
ろ
げ
よ
う
、
と
も
に
つ
く
ろ
う
協
同
の
”
わ　
“
を

テ
ー
マ
に
秋
の
生
協
強
化
月
間
が
と
り
く
ま
れ
、
多
く
の
仲
間
を

組
合
員
と
し
て
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
奄
美
医
療
生
協
の

組
合
員
活
動
は
、
健
康
づ
く
り
や
学
習
会
、
趣
味
の
交
流
、
祭
り

等
楽
し
い
企
画
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
組
合
員
活
動
に
参
加

す
る
こ
と
で
「
医
療
福
祉
生
協
の
魅
力
」
を
深
く
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

※ 組合員活動紹介の為、過年度の写真も含まれています。
　 紙面の都合で一部の紹介です。３区（北大島・南大島・徳之島以南）で多彩な活動が開催されています。

作って食べて交流

健康づくり交流

三味線同好会

料理の達人
花見遠足

囲碁大会

敬 老 会

離島研修の医学生と交流

ソーイングが趣味

スクエアステップで健康づくり

地域イベントで健康チェック

保健学校 （３区で開催）手熟師会と子どもたちが
ものづくりに挑戦 （子ども応援企画）

助け合いの会
もあるよ

ウォークイベント （３区で開催）

九州・沖縄の組合員交流研修会へ参加

グラウンドゴルフ交流

医師による医療学習

学習交流 （３区で定期開催）

書道教室 生協まつり （３区で開催）
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★班会レポートを募集しております（取材の依頼も受け付けております）。詳しくは奄美医療生協・本部まで ☎ 52-0585

　

10
月
20
日

（
月
）
リ
ッ
チ

班
で
は
昨
年
に

引
き
続
き
介
護

ウ
ェ
ー
ブ
「
介

護
学
習
会
」
班

会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
6
名

が
参
加
し
、
生

協
ヘ
ル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
あ
ま
み
の
平
井
介
護
福
祉

士
を
講
師
に
、
制
度
と
問
題
点
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
利
用
の

仕
方
、
現
場
か
ら
見
た
制
度
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
介
護
保

険
が
ス
タ
ー
ト
し
て
25
年
が
経
過
し
、

制
度
の
見
直
し
が
続
き
、
介
護
保
険
料

の
引
き
上
げ
も
続
い
て
い
ま
す
。
現
場

で
働
く
職
員
の
処
遇
の
改
善
も
追
い
つ

い
て
い
ま
せ
ん
。事
業
所
に
お
い
て
は
、

離
職
も
多
く
人
材
不
足
に
よ
る
事
業
休

止
も
起
き
て
い
ま
す
。

　

2024
年
に
は
老
人
福
祉
・
介
護
事
業
所

の
休
業
、
倒
産
は
784
件
と
過
去
最
多
に

な
っ
て
い
ま
す
。「
高
齢
者
が
増
加
す

る
中
、
福
祉
、
介
護
事
業
は
一
番
必
要

な
事
業
な
の
に
」
と
、
参
加
者
か
ら
も

不
安
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
必
要
な

時
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
保
証
さ
れ
る

介
護
保
険
制
度
。
介
護
ウ
ェ
ー
ブ
運
動

の
取
り
組
み
を
大
き
く
広
げ
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

地
域
支
援
部　

中
田　
拓
郎

　

篠
川
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
班
で
は
、

毎
週
班
会
を
開
催
し
健
康
づ
く
り
に

努
め
て
い
ま
す
。
み
ん
な
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
班
会
は
、
な
ん
と
週
3

回
（
夏
場
は
週
2
回
）
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
涼
し
く
な
る
午
後
4
時
過
ぎ

に
集
ま
り
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。
地

域
支
援
部
が
訪
問
し
た
日
は
、
12
名

が
参
加
、
2
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た

　

月
間
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
、
徳
南

支
部
で
新
班
２
班
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。「
メ
ロ
デ
ィ
班
」
は
、

大
正
琴
教
室
を
き
っ
か
け

に
集
ま
っ
た
仲
間
で
班
結

成
と
な
り
ま
し
た
。
大
正

琴
は
日
本
で
生
ま
れ
た
洋

楽
器
で
鍵
盤
を
抑
え
な
が

ら
演
奏
し
ま
す
。
練
習
で

は
、
独
特
の
美
し
い
音
色

が
響
い
て
い
ま
し
た
。
終

了
後
は
茶
話
会
も
あ
り
楽
し
く
交
流
す

る
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

後
、
ラ
ウ
ン

ド
へ
。
週
3

回
行
っ
て
い

る
だ
け
に
実

力
者
ば
か
り

で
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン
も
飛

び
出
す
な
ど

素
晴
ら
し
い

腕
前
で
し
た
。
私
も
飛
び
入
り
で
参
加

　
「
藏
越
会
」
は
、
新
し
い
診
療
所
の

あ
る
北
区
の
藏
越
地
域
の
近
隣
の
方
々

が
気
軽
に
集
ま
れ
る
、
憩
い
の
場
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
脳
ト
レ
や

歌
、
お
茶
会
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。
月
間
を
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　
　
　

て
取
り
組
ま
れ
た

今
回
の
集
ま
り

で
、
3
名
の
新
し

い
仲
間
増
や
し
に

つ
な
が
り
ま
し

た
。

地
域
支
援
部　

伊　

加
代
子

さ
せ
て
頂
い
た
の
で
す
が
結
果
は
・
・

・
。
皆
さ
ん
か
ら
は
「
練
習
す
れ
ば

も
っ
と
上
手
に
な
る
よ
」
と
ア
ド
バ
イ

ス
を
頂
き
ま
し
た
。
ラ
ウ
ン
ド
終
了
後

は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
和
や
か
な
一
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

地
域
支
援
部　

安
江　

潤

北
大
島
区

中
央
奄
美
支
部

徳
南
支
部

徳
之
島
以
南
区

新
た
な
拠
点
と
し
て
活
動
が
広
が
る

徳
南
支
部
で
２
つ
の
新
班
誕
生
！

西
方
支
部

南
大
島
区

み
ん
な
の
楽
し
み

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
班
会

安
心
し
て
利
用
で
き
る
制
度
に

介
護
保
険
学
習
会　

班
会
開
催
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介護疲れの際はご利用ください。　要支援１～要介護５の短期お預かりができます。    老健せとうち     ☎ 0997-73-1155

　10 月 26 日（日）毎年恒例の「どんどんまつり」パレードに徳之島診療所として参加しました。今年

は職員と家族、ＯＢの総勢 25 名でのパレードとなりました。パレードでは、診療所や生協まつりの宣

伝も行いました。パレード終了後はお楽しみのお疲れ様交流も行われました。

あ～～～楽しかった！　　

ほぼ全員そろって

子どもたちも参加

たのしみの打ち上げ

元気な徳之島診療所をアピール

気合を入れて

しっかり宣伝も

練習の成果　きれいにそろった
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お元気ですかの感想・ご意見、皆さんの近況など募集しています。医療生協本部までお寄せ下さい。 ☎ 0997-52-0585

　

地
域
の
ひ
と
び
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

健
康
・
医
療
・
介
護
と
く
ら
し
に
か
か

わ
る
問
題
を
も
ち
よ
り
、
組
織
を
つ
く

り
、
医
療
機
関
を
も
ち
、
運
営
し
、
そ

れ
ら
を
通
し
て
そ
の
医
療
機
関
に
働
く

役
職
員
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
・
介

護
・
福
祉
の
専
門
家
と
の
協
同
に
よ
っ

て
問
題
解
決
の
た
め
の
運
動
を
す
る
生

協
法
に
も
と
づ
く
住
民
の
自
治
的
組
織

で
す
。

　

組
合
員
の
特
質
は
、
出
資
者
で
あ

り
、
利
用
者
で
あ
り
、
運
営
者
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
い
わ
ゆ
る
三
位
一

体
の
特
質
で
す
。
他
に
例
を
見
な
い
優

れ
た
も
の
で
す
。

　

組
合
員
が
３
人
以
上
集
ま
っ
て
班
を

つ
く
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
メ
ン
バ
ー

が
集
ま
る
と
「
班
会
」
を
開
催
。
班
会

で
は
、
血
圧
測
定
や
尿
チ
ェ
ッ
ク
、
体

脂
肪
測
定
、
血
管
年
齢
測
定
、
骨
密
度

　

組
合
員
に
な
る
と
、
奄
美
医
療
生

協
の
運
営
に
も
、
自
ら
の
健
康
も
含

め
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
に
も

参
加
で
き
る
。

　

一
人
で
は
解
決
で
き
な
い
、
暮
ら

し
、
ま
ち
づ
く
り
の
問
題
も
医
療
介

護
福
祉
の
専
門
家
と
一
緒
に
取
り
組

み
、
解
決
の
た
め
の
運
動
や
相
談
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

　

く
ら
し
や
ま
ち
づ
く
り
、
健
康
づ

く
り
の
あ
っ
た
ら
い
い
な
ぁ
～
～
を

実
現
で
き
る
。

測
定
な
ど
を
行
い
自
分
の
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
健
康
づ
く
り
は
健

康
状
態
を
知
る
こ
と
か
ら
で
す
。
ご
希

望
が
あ
れ
ば
、
事
業
所
ス
タ
ッ
フ
が
「
班

会
」
に
参
加
、
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

医
療
生
協
の
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
」
は
、

地
域
の
医
療
機
関
と
直
結
し
た
保
健
活

動
で
す
。
班
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
異

常
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
、
医
療
の
専

門
家
に
よ
る
検
査
へ
と
つ
な
げ
る
。
そ

の
実
践
の
中
で
、
病
気
を
早
期
発
見
し

た
例
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

住
民
と
医
療
の
専
門
家
が
日
常
的
に

協
同
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
す
す
め

る
、
医
療
生
協
の
組
織
な
ら
で
は
の
と

り
く
み
で
す
。

　

組
合
員
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
医

療
生
協
の
運
営
に
直
接
参
加
で
き
る
こ

と
で
す
。
毎
年
６
月
に
あ
る
総
代
会
で

は
、
出
資
金
額
に
か
か
わ
ら
ず
一
人
一

票
の
議
決
権
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
よ
り
よ
い
医
療
・
介
護
、
よ
り
よ
い

く
ら
し
、
も
っ
と
健
康
、
も
っ
と
長
生

き
」
を
目
指
し
た
医
療
生
協
の
生
き
が

い
づ
く
り
の
活
動
に
日
常
的
に
参
加
で

き
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
組
合
員
企
画
が

計
画
さ
れ
、
健
康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
（
１
面
参

照
）
こ
の
他
に
組
合
員
さ
ん
の
特
典
と

し
て
組
合
員
健
診
、
予
防
接
種
、
診
断

書
料
な
ど
保
険
の
適
用
さ
れ
な
い
も
の

に
は
す
べ
て
組
合
員
割
引
が
あ
り
ま

す
。
保
険
診
療
に
関
し
て
は
国
の
制
度

で
基
準
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
割
引
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
の
ち
と
く
ら
し
を
ま
も
る
医
療
生

協
の
活
動
は
、
み
ん
な
が
出
し
合
っ
た

出
資
金
が
元
に
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
。
出
資
金
は
医
療
機
器
の
購
入

や
、
施
設
を
つ
く
っ
た
り
、
設
備
を
充

実
さ
せ
る
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

医
療
福
祉
生
協
と
は

生
協
組
合
員
の
特
質

組
合
員
の
メ
リ
ッ
ト

出

資

金

居
心
地
の
い
い
暮
ら
し
は
、
仲

間
が
い
て
、
健
康
で
あ
る
こ
と

初
め
て
医
療
生
協
の
組
合
員
に
加
入
さ
れ
た
方
へ

医
療
福
祉
生
協
と
は
ど
ん
な
組
織
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10
月
27
日
（
月
）
奄
美
医
療
生
活
協

同
組
合
理
事
長
杯
囲
碁
大
会
が
生
協
会
館

３
階
「
ゆ
ら
お
う
家
」
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
奄
美
市
、
龍
郷
町
、
大
和

村
、
瀬
戸
内
町
よ
り
４
～
８
段
の
腕
前
を

も
つ
、
つ
わ
も
の
20
名
が
出
場
し
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
制
で
競
い
ま
し
た
。

　

奄
美
中
央
病
院
か
ら
は
酒
本
副
院
長
も

参
加
し
て
お
り
、
３
位
入
賞
と
な
り
ま
し

た
。
奄
美
医
療
生
協
で
は
愛
好
者
で
「
囲

碁
班
」
を
作
り
、
生
協
会
館
３
階
に
お
い

て
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
、
午
前
９
時
か

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
囲
碁
は
世
代
を
問

わ
ず
に
歳
を
重
ね
て
も
、
打
つ
こ
と
が
で

き
、
脳
の
活
性
化
・
認
知
症
予
防
に
も
繋

が
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
、
一
緒
に
碁

を
打
ち
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て
い
ま

す
!!

地
域
支
援
部
次
長　

福
田 

雄
樹

理
事
会
だ
よ
り

第
4
回
法
人
理
事
会
が
開
催
さ
れ

次
の
事
項
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

１
、
通
知
事
項

　

①
2025
年
8
月
の
経
営
報
告

２
、
報
告
承
認
事
項

　

①
第
48
期
第
6
回
常
務
理
事
会

　
　

報
告

３
、
協
議
議
決
事
項

　

①
2025
年
残
高
通
知
の
発
送
と
そ

　
　

の
後
の
対
応
に
つ
い
て

　

②
2025
年
度
第
2
四
半
期
以
降
の

　
　

経
営
課
題
の
進
捗
に
つ
い
て

　

③
徳
之
島
診
療
所
建
物
の
根
抵

　
　

当
設
定
に
つ
い
て

４
、
そ
の
他
の
事
項

　

①
2025
年
10
月
～

2025
年
12
月
日
程

　
　

の
確
認

奄
美
医
療
生
活
協
同
組
合

理
事
長
杯　

囲
碁
大
会

準
優
勝　

伊
藤　

彰 

氏
（
瀬
戸
内
町
８
段
）

優　

勝　

佐
藤
功
久 

氏
（
奄
美
市
８
段
）

第
３
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地 理 的 な 離 島 は あ っ て も 　 人 の 生 命 に 離 島 が あ っ て は な ら な い

 読者投稿

戦後 ８０ 年　語りつなぐ平和

２つの海が見える丘

提供：Ｙ・Ｆさん

龍郷町赤尾木にジブリの「ラピュタ」を思わせる

塔が残っています。銃弾の跡も残っていることか

ら当時の軍事施設と思っていたら、旧逓信省の無

線送受信所跡で昭和 13 年に開設された施設でし

た。奄美の産業振興を目的に設置されました。し

かし、第 2次大戦では米軍機の攻撃の的となり

送受信所や周辺集落が大変な空襲を受けました。

当時は 10基あったそうですが今は３基だけ残っ

ています。老朽化もありいずれは無くなるかもし

れませんが、静かに集落を見下ろしている姿は、

二度と戦争をおこしてはならないと語っているよ

うにも思います。　　　　　　　　　　　Toshi

参考：龍郷町ホームページ


